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　こ
の
た
び
東
北
女
子
大
学
に

お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
家
政
学

科
を
科
名
変
更
し
、
新
し
く
管

理
栄
養
士
養
成
課
程
と
し
て

「
健
康
栄
養
学
科
」
を
開
設
い

た
し
ま
し
た
。
実
際
に
許
認
可

が
下
り
る
ま
で
に
は
多
く
の
時

間
を
要
し
ま
し
た
が
、
無
事
に

４
月
か
ら
の
開
設
が
叶
い
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
は
本
学
に
と
っ

て
大
変
な
喜
び
で
あ
る
と
共
に
、

青
森
県
に
と
っ
て
も
大
変
意
義

あ
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　５
月
９
日
に
行
わ
れ
た
中
村

丁
次
先
生
の
記
念
講
演
は
興
味

深
い
内
容
が
満
載
で
、
改
め
て

食
の
歴
史
、
栄
養
学
の
変
遷
、

我
が
国
の
栄
養
問
題
を
考
え
る

よ
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　中
で
も
、
私
達
の
祖
先
ホ
モ

サ
ピ
エ
ン
ス
が
雑
食
性
だ
っ
た

た
め
に
27
種
の
ヒ
ト
属
の
中
で

唯
一
生
き
延
び
ら
れ
た
と
い
う

お
話
に
は
、
い
ろ
い
ろ
含
畜
が

あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
人
類
が

他
の
動
物
と
区
別
さ
れ
る
文
化

を
持
て
た
の
は
、
火
と
言
語
と

道
具
の
使
用
が
重
要
な
役
割
を

果
た
し
た
こ
と
は
よ
く
引
用
さ

れ
ま
す
が
、
雑
食
と
い
う
物
を

食
べ
る
行
為
が
人
類
の
生
存
と

東
北
女
子
大
学

　
健
康
栄
養
学
科
開
設
に
あ
た
っ
て

　
　
　
　記念
講
演
か
ら
思
う
こ
と

写真上
・3 月 3 日記者会見において管理栄養
  士養成施設指定を発表する東北女子
  大学小澤熹学長

写真右下
・神奈川県立保健福祉大学学長の中村
   丁次先生による記念講演「我が国に
   おける栄養問題と管理栄養士の役割」
  《講演要旨は６ページ》

写真左下
・5 月 9 日「健康栄養学科開設記念講
  演」に先だち、挨拶をする今村吉彦
  柴田学園理事長（弘前文化会館）

学
校
法
人
柴
田
学
園
理
事
長

今

　村

　
吉

　彦

　

重
な
り
合
っ
た
こ
と
に
驚
き
の

念
を
覚
え
ま
し
た
。

　も
う
一
つ
は
、
人
間
が
食
べ

る
自
然
界
の
動
植
物
は
、
本
来

人
間
の
食
べ
物
と
し
て
存
在
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
栄
養
素
を
供
給

し
て
く
れ
る
が
、
健
康
を
完
全

に
保
障
し
て
く
れ
る
も
の
で
は

な
い
と
い
う
お
話
も
興
味
深
い

も
の
で
し
た
。
食
べ
続
け
る
と

さ
ま
ざ
ま
な
健
康
障
害
を
引
き

起
こ
す
リ
ス
ク
を
持
っ
て
い
る

食
べ
物
も
多
く
、
こ
の
飽
食
の

時
代
、
全
世
界
か
ら
集
ま
る
夥

し
い
食
べ
物
の
中
か
ら
栄
養
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
安
全
な
食
べ

物
を
ど
う
選
ぶ
か
、
高
齢
化
社

会
を
健
康
に
生
き
る
に
は
ど
う

栄
養
補
給
を
す
る
か
な
ど
、
複

雑
で
個
別
化
し
た
問
題
に
対
応

す
る
に
は
高
度
な
知
識
を
持
っ

た
専
門
家
が
必
要
で
あ
る
こ
と

を
痛
感
し
ま
し
た
。

　今
後
「
食
と
健
康
の
ス
ペ
シ

ャ
リ
ス
ト
」
を
育
成
し
て
地
域

へ
の
貢
献
を
果
た
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
ま
た
栄
養
管
理
に

よ
る
一
次
予
防
で
健
康
寿
命
の

推
進
に
少
し
で
も
寄
与
で
き
る

よ
う
、
学
生
と
共
に
努
力
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　２
年
ぶ
り
に
外
で
の
開
催

と
な
っ
た
５
月
27
日
、
開
会

式
で
短
大
学
長
今
村
吉
彦
先

生
よ
り
「
ケ
ガ
を
し
な
い
程

度
に
、
完
全
燃
焼
し
て
下
さ

い
」
と
の
挨
拶
が
あ
り
、
競

技
開
始
。
70
走
・
障
害
物
走
、

翔
け 

〜
強
く
・
優
し
く
・
美
し
く
〜

　
第
18
回
４
校
合
同
体
育
大
会
開
か
れ
る 

歩いて脳を鍛えましょう！
～スクエアステップに挑戦してみませんか～

中・高生のためのクッキングレッスン！

保育講座
  場所：弘前市民文化交流館 （ヒロロ3階）
　　　多世代交流室2および健康ホール

Let’s Try! パーティーメニューも手作りで♪

Ⅰ  親子であそぼうわらべうた（3～5歳）
　　

東北女子短期大学   http://www.toutan.ac.jp
▽お問い合わせ  TEL 0172-32-6151  FAX 0172-32-6153

6月20日（土）10:00～11:30 （20名）

6月20日（土）１回目10:00～　2回目13：00～　（各回3名）

8月1日（土）9:30～12:30 （中・高生限定20名）

6月14日（日）10:30～11:30 （親子15組）

7月26日（日）10:30～11:30 （親子20組）

東 北 女 子 大 学 http://www.tojo.ac.jp　（詳しくはホームページでご確認下さい）　　　　　　　
▽お問い合わせ  TEL 0172-33-2289　FAX 0172-33-2486　　　　

「おいしい津軽のおかず」を作りましょう（9）

6月7日（日）9:30～13:00 （30名）
生活習慣病の改善を考えよう
　～青森県産食品を活かした試み～
11月7日（土）10：30～11：30　

気分爽快！リズムでワクワク
　～心も体もリフレッシュ～

9月19日（土）10：30～11：30（30名）　

Flash アニメーション作成入門

7月25日（土）13:00～16:00 

公開講座開催予定 平成27年4月～平成28年3月　

玉
入
れ
、綱
引
き
、応
援
合
戦
、

リ
レ
ー
と
続
き
、
結
果
は
応

援
合
戦
一
位
が
女
子
大
３
年
。

総
合
優
勝
は
女
子
大
４
年
、

二
位
女
子
大
３
年
、
三
位
女

子
大
２
年
と
女
子
大
パ
ワ
ー

全
開
で
し
た
。

優勝カップを手に涙する女子大４年生

生活科１･２年Ａ班の応援合戦

CGでプリント布地をつくってみませんか
～チェック柄編～

7月11日（土）１回目10:00～　2回目13：00～　（各回3名）

Ⅱ  親子で楽しむ夏の製作遊び(3～6歳）
　　

7月11日（土）13:00～14:00 
知って得する食と健康 ～常識の落とし穴～

4月29日（水）10：00～12：30 （10名） 

染色講座 ～身近な植物で布を染めよう～

ミシンにチャレンジ 
　～オリジナルエコバックをつくろう～
3月5日（土）10：00～12：30 （6名）　

8月29日（土）10：00～12:00 （100名）

マスコミでは語れない食のウソ・ホント
 　場所：秋田拠点センター　アルヴェ
　　　   多目的ホール
　　　 （秋田県秋田市東通仲町4-1）

①5月30日（土）、②7月25日（土）
③9月12日（土）、④11月21日（土）
⑤1月23日（土）、⑥3月5日（土)
11:00～14:00  （各回40名）

おさかな食育クッキング
　～旬の魚いただきます♪～

9月5日（土）10：00～12：15　

食生活からもう一度、肥満を考えよう！
    場所：弘前市民文化交流館
               イベントスペース（ヒロロ3階）

東北栄養専門学校  http://www.tcomp.ac.jp/eisen
▽お問い合わせ  TEL 0172-32-6152 

Smart   Life  Projectで健康寿命をのばしましょう

8月8日（土）9:00～12:00 （30名）

PC講座　ワープロコース、表計算コース（各期3日間出席できる方）

前期　  6月6日（土）、 ６月20日（土）、  6月27日（土）9:30～11:30 （各回20名）
後期　11月7日（土）、11月21日（土）、11月28日（土）9:30～11:30 （各回20名）

は
ば
た

　５月27日学園総合グラウンド
で４校合同体育大会が進行中の

10時過ぎ、上空に太陽をかこむ虹色の輪と下に鮮やかな虹色
の帯を発見！ 後で日暈（ひがさ）と環水平アークという珍し
い気象現象だとわかりました。最近、「こんなの見たことない」

というレベルの自然現象が続出しています。地震、噴火、
海底爆発、台風、異常天候など人間サイズの尺度を超えた
自然の荒々しさに怖さを感じていましたが、この日は光と
氷粒の反射がおりなすオーロラのような美しい虹にいやさ
れました。　　　　　　　　　　　　　　学園報編集委員会

kanri@shibajo.ed.jp
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待
っ
て
た
待
っ
て
た
山
の
家

　

　幼
稚
園
の
バ
ス
遠
足
さ
な

が
ら
、
ク
イ
ズ
や
輪
唱
を
楽

し
ん
で
い
る
う
ち
に
桜
林
に

到
着
。ヴ
ィ
ラ
ま
で
歩
き
な

が
ら
草
花
を
採
取
し
、
み
ん

な
で
机
に
並
べ
て
細
密
画
に

挑
戦
し
ま
し
た
。
花
び
ら
、

葉
脈
、
綿
毛
も
描
き
、
彩
色

し
た
り
ボ
カ
し
た
り
。
な
か

な
か
の
出
来
映
え
に
、
鑑
賞

会
で
は
感
心
し
き
り
で
し

た
。
美
味
し
い
カ
レ
ー
、
爆

笑
レ
ク
に
も
大
満
足
。
学
生

保
育
科
２
年
山
の
家
研
修 

6/4
〜
6/6

　
ヴ
ィ
ラ
周
辺
の
草
花
を
ス
ケ
ッ
チ

草花をじっくり観たのは はじめて…

と
教
員
の
温
か
い
繋
が
り
を

感
じ
た
３
日
間
で
し
た
。

・
女
子
大
5/29
〜
5/30
・
6/12
〜
6/13
・
7/18
〜
7/19

・
短

　大
6/4
〜
6/6
・
7/9
〜
7/11

・
栄

　専
9/15
〜
9/16

♪

♪

東北コンピュータ専門学校  http://www.tcomp.ac.jp▽お問い合わせ  TEL 0172-32-6154
「スマートフォン・タブレット活用術」～夏編！国内・海外旅行～

8月1日（土）10:00～12:00 （20名）
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新
風
さ
わ
や
か

  
学
園
各
校
入
学
式

①
最
終
学
歴

②
前
任

③
所
属

①
東
北
芸
術
工
科
大
学

②（
株
）バ
ラ
ン
テ
ッ
ク

東
北
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
専
門
学
校

森
川

　
　夏
乃

　助
教

①
東
北
大
学
大
学
院

②
宮
城
県
教
育
庁

③
児
童
学
科

　学
園
４
校
合
同
の
入
学
式

が
、
晴
天
の
も
と
４
月
６
日

に
弘
前
市
民
会
館
で
行
わ
れ
、

東
北
女
子
大
学
93
名
、
東
北

女
子
短
期
大
学
１
８
９
名
、

東
北
栄
養
専
門
学
校
22
名
、

東
北
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
専
門
学

校
20
名
の
新
入
生
合
わ
せ
て

３
２
４
名
が
、
学
生
生
活
の

第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　式
で
は
各
校

の
入
学
生
が
紹

介
さ
れ
た
あ
と
、

新
入
生
を
代
表

し
て
東
北
女
子

大
学
健
康
栄
養

学
科
の
小
笠
原

理
紗
さ
ん（
弘
前

中
央
高
校
卒
）が

「
本
学
学
生
と
し

て
の
本
分
を
全

う
し
ま
す
」
と

宣
誓
し
ま
し
た
。

　次
に
小
澤
熹

東
北
女
子
大
学

学
長
が
「
入
学

式
を
機
に
、
新

た
な
姿
勢
で
学

び
を
深
め
、
自

東
北
女
子
大
学
・
短
大

専
門
学
校
二
校

柴
田
女
子
高
等
学
校

柴
田
幼
稚
園

三
上

　
　佳
織

　助
手

ら
の
志
と
目
標
を
再
確
認
し

て
ほ
し
い
」
と
式
辞
を
述
べ
、

続
い
て
専
門
学
校
長
を
兼
ね

る
今
村
吉
彦
東
北
女
子
短
期

大
学
学
長
が
「
希
望
す
る
職

種
へ
の
就
職
実
現
へ
向
け
て
、

勉
強
を
惜
し
ま
な
い
で
ほ
し

い
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　最
後
に
在
学
生
に
よ
る
校

歌
合
唱
で
歓
迎
を
受
け
た
新

入
生
は
、
夢
に
向
か
い
心
を

新
た
に
し
ま
し
た
。

　4
月
7
日
、
同
校
体
育
館

に
お
い
て
87
名
の
新
入
生
を

迎
え
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
生
徒
の
出
身
中
学
校
は

県
内
外
26
校
で
、
代
表
と
し

て
高
杉
舞
衣
さ
ん
（
板
柳
中

卒
）
が
宣
誓
し
ま
し
た
。

　式
辞
で
森
下
好
宣
校
長
は
、

「
若
い
と
い
う
こ
と
は
可
能
性

が
あ
る
と
い
う
事
で
す
。
失

敗
を
お
そ
れ
ず
挑
戦
を
し
、

広
い
視
野
、
高
い
教
養
、
豊

　４
月
10
日
に
入
園
式
が
行

わ
れ
、
３
歳
児
、
４
歳
児
、

５
歳
児
あ
わ
せ
て
32
名
が
父

母
に
付
き
添
わ
れ
て
元
気

い
っ
ぱ
い
に
出
席
し
、
こ
れ

か
ら
始
ま
る
幼
稚
園
生
活
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

か
な
人
間
性
を
養
い
、
緩
や

か
で
も
、
日
々
前
進
す
る
心

構
え
を
持
っ
て
ほ
し
い
」
と

述
べ
ま
し
た
。

柴
田
女
子
高
等
学
校

①
東
北
女
子
大
学

②
新
卒

木
村

　
　朱
里

　助
手

三
上

　
　圭
介

　教
諭

①
北
海
道
浅
井
学
園

　大
学

②
八
戸
中
央
高
校

　　東
北
女
子
短
期
大
学
の
新
築

計
画
は
校
舎
内
部
の
使
用
計
画

や
多
目
的
性
、
ま
た
ア
メ
ニ

テ
ィ
・
ス
ペ
ー
ス
の
見
直
し
な

ど
を
経
て
い
よ
い
よ
着
工
に
向

け
て
の
最
終
段
階
に
入
っ
て
い

ま
す
。
工
事
開
始
時
期
は
多
少

遅
れ
が
生
じ
る
予
定
で
す
が
、

年
度
内
の
完
成
を
目
指
し
話
し

合
い
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　今
回
の
計
画
の
中
で
は
学
生

が
主
体
と
な
っ
て
積
極
的
に
活

用
す
る
学
習
空
間
（
ラ
ー
ニ
ン

グ
ス
ペ
ー
ス
）
の
確
保
が
重
要

な
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て

お
り
、
学
習
支
援
と
情
報
支
援
、

そ
し
て
交
流
支
援
の
三
つ
の
支

援
環
境
の
統
合
に
努
め
て
い
ま

校
舎
新
築
事
業
す
す
む

学 

園 

本 

部 

よ 

り

短
期
大
学
協
会

東
北
支
部
総
会
が
開
催
さ
れ
る

す
。
長
時
間
集
中
し
て
学
習
で

き
る
空
間
の
工
夫
が
新
た
な
学

び
の
場
の
提
供
と
な
り
、
地
域

と
の
関
わ
り
が
多
様
化
す
る
中
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
創

造
さ
れ
る
知
の
行
動
に
繋
が
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　東
北
女
子
短
期
大
学
が
当
番

校
と
な
り
、
９
月
８
日
に
ナ
ク

ア
シ
テ
ィ
弘
前
で
「
日
本
私
立

短
期
大
学
協
会
東
北
支
部
総

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　当
日
は
教
育
研
究
条
件
の
充

実
向
上
や
経
営
の
安
定
化
な
ど
、

教
育
現
場
を
取
り
巻
く
環
境
の

変
化
に
対
応
し
た
会
員
各
校
の

教
育
活
動
や
事
例
が
示
さ
れ
る

予
定
で
す
。

　弘
前
市
で
の
開
催
は
平
成
３

年
以
来
24
年
振
り
と
な
り
ま
す
。

か
　
　ち

ひ
が
し
ぐ
ち

い
で

ぐ
ち

出
口

　佳
奈
絵

　助
教

①
県
立
広
島
大
学

　大
学
院

②
川
崎
医
療
福
祉
大
学

③
健
康
栄
養
学
科

①
北
海
道
大
学
大
学
院

②
城
東
学
園
弘
前
ホ
ス
ピ

　タリ
テ
ィ
ア
カ
デ
ミ
ー

③
健
康
栄
養
学
科

加
地

　
　
　眸

　教
授

①
聖
徳
大
学
大
学
院

②
岩
手
医
科
大
学

③
健
康
栄
養
学
科

東
口

　み
づ
か

　教
授

東
北
女
子
大
学

諏
訪

　
　才
子

　講
師

①
東
京
芸
術
大
学

　大
学
院

②
八
王
子
音
楽
院

③
児
童
学
科

①
徳
島
大
学
大
学
院

②
県
立
広
島
大
学

　大
学
院

③
健
康
栄
養
学
科

西
田

　
　由
香

　教
授

大
島

　
　義
晴

　教
授

①
順
天
堂
大
学
大
学
院

②
弘
前
大
学
教
育
学
部

③
児
童
学
科

11 27 7 17

　風
か
お
る
晴
天
の
五
月
二

十
日
朝
、
郭
公
の
初
音
を
聴

き
ま
し
た
。
す
が
す
が
し
い

岩
木
山
を
背
景
に
感
度
よ
く

鳴
り
響
く
「
カ
ッ
コ
ー
」
は

前
年
よ
り
5
日
遅
れ
て
い
ま

し
た
が
、
春
爛
漫
も
一
段
落
、

初
夏
の
爽
や
か
さ
を
全
身
で

感
じ
ら
れ
る
瞬
間
で
し
た
。

　折
し
も
音
楽
室
で
は
学
生

達
の
歌
声
に
所
作
を
つ
け
た

「
茶
つ
み
（
文
部
省
唱
歌
）」

が
盛
り
上
っ
て
い
ま
し
た
。

「
夏
も
近
づ
く
八
十
八
夜…

茜
襷
に
菅
の
笠
」
立
春
か
ら

待
ち
に
待
っ
た
茶
摘
み
の
季

節
、
禍
よ
け
の
茜
色
も
鮮
や

か
な
早
乙
女
た
ち
の
仕
事
姿

が
目
に
浮
か
び
ま
す
。

　手
元
の
「
小
学
校
音
楽
」

の
教
科
書
に
は
、
長
い
間
歌

い
つ
が
れ
、
こ
れ
か
ら
も
歌

い
つ
い
で
い
き
た
い
〈
こ
こ

ろ
の
う
た
〉
と
し
て
、「
茶

つ
み
」
な
ど
24
曲
の
小
学
唱

歌
が
載
っ
て
い
ま
す
。
他
に

季
節
感
が
あ
ふ
れ
る
歌
に

「
こ
い
の
ぼ
り
（
文
部
省
唱

歌
）」
が
あ
り
ま
す
。
大
空

を
勇
壮
に
泳
ぐ
鯉
の
ぼ
り…

。

「
百
瀬
の
滝
を
登
り
き
っ
た

鯉
は
龍
に
な
る
」
と
い
う
中

国
の
古
書
か
ら
引
用
し
た
歌

詞
が
歌
わ
れ
て
お
り
、
五
節

句
に
因
ん
だ
名
歌
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
季
節
の
歌
に

万
葉
以
来
の
歌
語
が
用
い
ら

れ
て
い
る
「
夏
は
来
ぬ
（
佐

佐
木
信
綱
詞
）」が
あ
り
ま
す
。

「
卯
の
花
の
匂
う
垣
根
に

時
鳥…

」「
蛍
と
び
か
い
」「
五

月
雨
と
早
乙
女
」
等
に
よ
っ

て
詩
情
が
歌
わ
れ
て
い
る
中

に
、「
蛍
雪
の
功
」
に
代
表

さ
れ
る
「
刻
苦
勉
学
」
を
勧

め
る
教
訓
が
さ
り
げ
な
く
組

み
こ
ま
れ
て
い
ま
す
。

　こ
う
し
た
小
学
唱
歌
に
は
、

今
で
は
見
ら
れ
な
い
日
本
の

風
景
を
見
直
す
こ
と
が
で
き

る
詩
や
時
代
の
流
れ
に
添
っ

た
名
言
、
名
語
が
ち
り
ば
め

ら
れ
て
お
り
、
特
に
「
故
郷

（
高
野
辰
之
詞
）」
は
誰
も
が

な
ご
む
〈
こ
こ
ろ
の
う
た
〉

と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
き
て
い
ま
す
。

　日
本
の
四
季
の
美
し
さ
と

作
者
の
感
性
の
豊
か
さ
に
感

謝
の
念
が
わ
い
て
き
て
、
こ

れ
ら
の
曲
す
べ
て
を
日
本
文

化
遺
産
に
し
て
は
、
と
考
え

て
し
ま
い
ま
す
。
忙
し
い
現

代
に
お
い
て
も
ス
ピ
ー
ド
や

利
便
さ
に
押
し
流
さ
れ
ず
、

人
々
が
互
い
に
敬
い
愛
し
合

っ
て
、
美
し
い
も
の
大
切
な

も
の
を
伝
え
合
い
享
受
し
あ

え
た
ら
ど
ん
な
に
す
ば
ら
し

い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　そ
の
昔
、
私
が
こ
の
学
園

に
初
め
て
上
り
ま
し
た
時
に
、

故
今
村
敏
理
事
長
先
生
か
ら

「
私
も
若
い
頃
音
楽
を
め
ざ

し
た
一
人
で
す
。
あ
な
た
に

は
学
園
校
舎
か
ら
い
つ
も
学

生
の
歌
声
が
聴
こ
え
て
来
る

よ
う
な
学
校
に
し
て
ほ
し

い
」
と
の
あ
た
た
か
い
感
謝

い
っ
ぱ
い
の
お
言
葉
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
以
来
私
の
心

の
支
え
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
一
人
で
も
多

く
の
学
生
が
こ
の
学
園
で
学

び
、
校
舎
か
ら
は
美
し
い
歌

声
が
い
つ
ま
で
も
絶
え
る
こ

と
が
な
い
よ
う
願
い
つ
ゝ
共

に
歌
い
続
け
て
参
り
ま
す
。

  〈こころのうた〉
　　学園校舎から
　　歌声をひびかせて

東北女子大学　児童学科長

教授 山 﨑 祥 子

う

さ

あ
か
ね
だ
す
き

き

す
げ

ほ
と
と
ぎ
す

み
だ
れ

さ
お
と
め

ふ
る
さ
と

　東
北
女
子
短
期
大
学
元
非
常

勤
講
師
の
木
村
守
克
先
生
（
東

北
栄
養
専
門
学
校
昭
和
41
年
卒
）

が
、
北
方
新
社
か
ら
「
藩
主
津

軽
信
政
生
母
　久
祥
院
の
御
台

所
」
を
上
梓
さ
れ
ま
し
た
。

　本
書
は
、
弘
前
藩
の
全
盛
を

築
い
た
四
代
藩
主
信
政
と
生

母
・
久
祥
院
が
食
べ
た
料
理
の

解
説
を
中
心
に
、
食
を
通
じ
た

母
子
の
絆
や
料
理
人
の
人
間
模

様
な
ど
、
津
軽
の
豊
か
な
食
文

化
を
鮮
や
か
に
伝
え
て
い
ま
す
。

同
窓
の
皆
様
、
ぜ
ひ
ご
一
読
を
。

　平
成
27
年
度
よ
り
柴
田
学
園
同

窓
会
総
会
は
３
年
ご
と
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。
今
年
度
行
わ
れ
る

各
校
同
窓
会
の
総
会
は
左
記
の
通

り
で
す
。

　
　平
成
27
年
７
月
25
日
（
土
）

　
　場
所
：
東
北
女
子
大
学

　
　平
成
27
年
８
月
29
日
（
土
）

　
　場
所
：
東
北
女
子
短
期
大
学

　
　平
成
27
年
８
月
16
日
（
日
）

　
　場
所
：
柴
田
女
子
高
等
学
校

各
校
同
窓
会
総
会
の
お
知
ら
せ

北
方
新
社

　Ａ
５
判
、
１
６
２
㌻

１
８
３
６
円(

２
０
１
５
年
１
月
出
版)

先
輩
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

押味　　輝

短
大
・
専
門
学
校
同
窓
会
弘
前
支
部
長

木
村
守
克
先
生
が
「
久
祥
院
の
御
台
所
」
を
出
版

選
手
権
に
お
い
て
種
目
別
三
冠

の
成
績
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
高
校
在
学
中
に
は
国
体

大
回
転
種
目
で
2
度
優
勝
し
、

柴
田
高
校
ス
キ
ー
部
が
全
国
レ

ベ
ル
で
あ
る
こ
と
を
証
明
で
き

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

今
の
自
分
が
あ
る
の
は
、
高
校

時
代
に
鬼
の
よ
う
に
厳
し
く
、

時
に
は
優
し
く
指
導
し
て
下
さ

っ
た
神
先
生
の
お
か
げ
で
す
。

　生
徒
の
皆
さ
ん
は
自
分
の
夢

が
実
現
で
き
る
柴
田
高
校
で
将

来
の
目
標
を
き
ち
ん
と
描
き
、

自
己
実
現
に
向
け
て
一
生
懸
命

頑
張
っ
て
下
さ
い
。
私
も
２
０

１
８
年
韓
国
ピ
ョ
ン
チ
ャ
ン
冬

期
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
代
表
に
な

る
こ
と
を
目
標
に
頑
張
り
ま
す
。

　
　

 （
日
本
体
育
大
学
３
年
生
）

  〈こころのうた〉
　　学園校舎から
　　歌声をひびかせて

東北女子大学　児童学科長

教授 山 﨑 祥 子

　昨
年
度
全
日
本
学
生
ス
キ
ー

　保
険
・
金
融
・
行
政
系
の
Ｉ

Ｔ
企
業
に
勤
め
て
７
年
目
に
な

り
、
現
在
は
役
所
関
係
の
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。Ｓ
Ｅ（
シ
ス
テ

ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
） と
し
て
ク
ラ

イ
ア
ン
ト
先
に
常
駐
し
て
い
ろ

い
ろ
な
要
望
を
聞
き
提
案
や
細

か
い
打
ち
合
わ
せ
を
す
る
上
流

工
程
を
主
に
担
当
し
て
い
ま
す
。

　今
、Ｏ
Ｊ
Ｔ
も
担
当
し
、
後
輩

の
指
導
を
し
て
感
じ
る
こ
と
は
、

仕
事
を
す
る
上
で
技
術
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、「
相
手
の
気
持
ち

を
く
み
取
る
力
」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
」
と
い
っ
た
、

経
産
省
が
提
唱
す
る
「
社
会
人

基
礎
力
」
が
大
切
だ
と
い
う
こ

と
で
す
。
今
後
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
組
ん
で
仕
事
を
す
る

こ
と
も
多
い
の
で
、
学
生
の
う

ち
か
ら
意
思
の
疎
通
を
心
が
け

て
行
動
し
て
下
さ
い
。

（
東
京
都 

株
Ｃ
Ｉ
Ｊ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
）

お
だ
い
ど
こ
ろ

き
ゅ
う
し
ょ
う
い
ん

◎
東
北
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
専
門
学
校

　
平
成
21
年
卒

花田 昌子

◎
柴
田
女
子
高
等
学
校

　
平
成
25
年
卒

（　）

ひかる



常
陸
宮
家
の
侍
女
と
し
て
家
政
学
科

の
卒
業
生
が
採
用
さ
れ
る

Ａ
Ｃ
ア
ワ
ー

「
弘
南
鉄
道
大
鰐
線
を
救
え
！
」

大
鰐
ス
キ
ー
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
（
２
０
１
６
年
開
催
）

　

　
柴
高 

ス
ロ
ー
ガ
ン
と
ポ
ス
タ
ー
で
ダ
ブ
ル
受
賞

　「き
ら
り
光
れ 

津
軽
の
雪
原 

わ
れ
ら
が
青
春
」

東
北
女
子
短
期
大
学

東
北
女
子
短
期
大
学

東
北
女
子
大
学

東
北
女
子
大
学

「たくさん電車を利用してくれると嬉しいね」「たくさん電車を利用してくれると嬉しいね」

少ない塩分だからこそ美味しいかるしお少ない塩分だからこそ美味しいかるしお

Topics

　今
年
度
給
食
管
理
実
習
で
は

減
塩
食
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
そ

の
一
環
と
し
て
「
か
る
し
お
レ
シ

ピ
」
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　4
月
22
日
に
国
立
循
環
器
病

研
究
セ
ン
タ
ー
の
高
田
彰
先
生

を
招
い
て
、
生
活
科
2
年
の
栄

養
士
課
程
履
修
者
を
対
象
に「
か

る
し
お
」
や
、
減
塩
に
つ
い
て

の
講
習
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
レ
シ
ピ
は
１
食
２
ｇ
未
満

の
塩
分
に
す
る
と
い
う
、
減
塩

の
新
し
い
考
え
方
を
取
り
入
れ

た
も
の
で
、
学
生
は
皆
真
剣
に

　平
成
28
年
2
月
4
日
〜
8
日

に
、
第
65
回
全
国
高
等
学
校
ス

キ
ー
大
会
が
大
鰐
町
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
そ
の
大
会
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
柴
田
高
校
2
年
越
川
あ
お

い
さ
ん
の
「
き
ら
り
光
れ
〜
」

の
作
品
が
選
ば
れ
最
優
秀
賞
に

輝
き
ま
し
た
。
優
秀
賞
に
も
2

年
の
柴
田
柚
葉
さ
ん
と

秦
麗
ら
さ
ん
の
作
品
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

　ポ
ス
タ
ー
の
部
で
も
、

2
年
蝦
名
亜
衣
梨
さ
ん

の
作
品
が
審
査
員
の
厳

し
い
目
を
く
ぐ
り
抜
け

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。
ス
ロ
ー
ガ
ン
と

ポ
ス
タ
ー
の
両
部
門
で
4
人
も

の
受
賞
は
快
挙
で
、
受
賞
し
た

生
徒
も
び
っ
く
り
し
て
い
ま
し

た
。
表
彰
式
は
6
月
16
日
大
鰐

ス
キ
ー
場
雨
池
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
冬
は
熱
い
冬
に
な
り
そ

う
で
す
。

聞
い
て
い
ま
し
た
。

　ま
た
、
な
ぜ
減
塩
が
必
要
か

と
い
う
理
論
と
と
も
に
青
森
県

の
現
状
も
再
認
識
で
き
、
今
後

の
実
習
に
大
い
に
役
立
つ
機
会

と
な
り
ま
し
た
。□
□
□
□
□

　こ
の
５
月
か
ら
、
弘
南
鉄
道

大
鰐
線
の
利
用
促
進
に
向
け
て

学
生
が
具
体
的
な
ア
イ
デ
ィ
ア

を
出
し
、
実
現
し
て
み
る
と
い

う
活
動
が
、
弘
前
市
と
の
コ
ラ

ボ
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　手
を
挙
げ
た
の
は
保
育
科
２

年
生
の
３
名
。
早
速
５
月
下
旬

大
鰐
線
に
乗
り
込
み
、
率
直
な

感
想
や
意
見
を
出
し
合
い
ま
し

た
。「
高
校
生
の
利
用
を
増
や

す
に
は
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
が
あ
れ
ば
い

い
」「
ミ
ス
り
ん
ご
に
な
っ
て

定
期
的
に
乗
車
す
れ
ば
い
い
」

な
ど
若
さ
あ
ふ
れ
る
斬
新
な
ア

イ
デ
ィ
ア
が
た
く
さ
ん
出
ま
し

た
。　そ

の
中
か
ら
選
ば
れ
た
の
は
、

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で
一
定
回
数

乗
車
す
る
と
車
掌
さ
ん
の
仕
事

を
体
験
で
き
る
案
と
、
ア
ッ
プ

リ
ケ
で
シ
ー
ト
を
補
修
す
る
案
。

今
後
の
展
開
に
乞
う
ご
期
待
！

白戸さん（左）と永沢さん

「
か
る
し
お
レ
シ
ピ
」
の
講
習
会

が
開
か
れ
る

　平
成
27
年
3
月
17
日
、
常
陸

宮
正
仁
親
王
殿
下
、
同
妃
華
子

殿
下
ご
臨
席
の
も
と
、
家
政
学

科
卒
業
生
白
戸
亜
希
さ
ん
の
侍

女
採
用
式
が
宮
様
邸
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
本
学
学
長
を
は
じ
め

青
森
県
発
明
協
会
会
長
、
青
森

県
東
京
事
務
所
長
等
が
参
列
し

ま
し
た
。
笑
顔
の
親
王
殿
下
か

ら
は
「
遠
い
所
、
よ
い
人
を
つ

れ
て
き
て
も
ら
い
有
り
難
う
」

の
お
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　こ
の
ご
縁
は
、「
東
北
女
子

大
学
の
学
生
は
女
性
と
し
て
の

た
し
な
み
が
行
き
届
い
て
い
る
」

と
い
う
社
会
的
信
頼
を
背
景
に
、

青
森
県
知
事
が
推
薦
し
て
下
さ

り
実
現
し
ま
し
た
。

　四
年
間
家
政
学
の
基
礎
を
学

ぶ
中
で
、
所
作
・
言
語
と
も
し

っ
か
り
身
に
付
け
て
社
会
に
送

り
出
し
て
い
る
本
学
の
教
育
成

果
が
認
め
ら
れ
た
も
の
と
い
え

ま
す
。

　華
子
妃
殿
下
か
ら
は
、「
分

か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、

い
つ
で
も
私
に
も
聞
い
て
下
さ

い
」
と
の
優
し
い
お
言
葉
が
あ

り
、
緊
張
し
て
い
た
白
戸
さ
ん

の
顔
が
一
瞬
に
し
て
ほ
こ
ろ
び

ま
し
た
。
昨
年
8
月
の
実
務
実

習
、
3
月
の
約
2
週
間
の
見
習

い
期
間
を
経
て
4
月
1
日
か
ら

正
式
勤
務
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　宮
様
邸
に
は
昨
年
か
ら
本
学

出
身
の
永
沢
早
南
恵
さ
ん
が
勤

務
し
て
お
り
、
白
戸
さ
ん
の
お

た
よ
り
に
も
「
先
輩
の
永
沢
さ

ん
や
皆
さ
ん
か
ら
一
つ
ひ
と
つ

丁
寧
に
教
え
て
い
た
だ
い
て
、

充
実
し
た
毎
日
を
過
ご
し
て
い

ま
す
」
と
あ
り
、
順
調
な
仕
事

ぶ
り
が
う
か
が
え
ま
し
た
。○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
卒
業
生
か
ら
近
況
を
知
ら
せ

る
進
路
報
告
書
が
、
続
々
と
届

い
て
い
ま
す
。
進
路
決
定
率
は

両
学
科
あ
わ
せ
て
94
・
3
％
。

「
希
望
の
職
種
に
就
け
て
幸
せ

な
毎
日
で
す
」
と
、
喜
び
の
内

容
が
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。

　取
得
し
た
免
許
・
資
格
を
活

か
し
て
就
職
に
つ
な
げ
た
割
合

は
今
年
も
高
く
、
全
体
で
75
・

0
％
と
な
り
ま
し
た
。

　大
き
な
話
題
は
、
難
関
の
青

森
県
小
学
校
教
諭
に
2
年
連
続

現
役
合
格
を
果
た
し
た
こ
と
。

他
に
学
校
関
係
以
外
の
公
務
員

に
も
合
格
者
が
多
数
で
て
お
り
、

青
森
県
中
級
栄
養
士
、
五
所
川

原
市
立
図
書
館
、
深
浦
町
役
場
、

青
森
県
警
察
2
名
、
岩
手
県
警

察
、
新
潟
県
村
上
市
の
公
立
保

育
士
な
ど
、
就
職
先
が
近
年
に

な
く
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い

る
の
が
今
年
の
特
徴
で
す
。
早

い
時
期
か
ら
の
地
道
な
努
力
の

積
み
重
ね
が
、
功
を
奏
し
た
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

　現
4
年
生
の
採
用
試
験
は
こ

れ
か
ら
が
本
番
で
、
先
輩
に
続

け
と
い
ま
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
度
も
卒
業
生
の
就
職
好
調
！

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
職
種
・
就
職
先

・・・・

柴田幼稚園年長組のお茶会柴田幼稚園年長組のお茶会

!!

蝦
名
さ
ん
の
ポ
ス
タ
ー
原
画
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カ
ッ
コ
イ
イ
ね
ぷ
た
作
る
ぞ
！

柴
田
女
子
高
等
学
校

柴
田
女
子
高
等
学
校

専
門
学
校

専
門
学
校

柴
田
幼
稚
園

柴
田
幼
稚
園

「た「た3時間があっという間に過ぎた懇談会3時間があっという間に過ぎた懇談会

平
成
27
年
度

　県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会   

　バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
２
年
ぶ
り
12
度
目
の
優
勝

情
報
紙
「
栄
専
あ
れ
こ
れ
」

た
も
の
で

学
生
は
皆
真
剣
に

　６
月
８
日
に
行
わ
れ
た
県
高

校
総
体
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
決

勝
に
於
い
て
、
柴
田
高
校
が
悲

願
の
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　序
盤
に
三
沢
商
に
リ
ー
ド
さ

れ
た
も
の
の
、
最
終
ク
オ
ー
タ

ー
で
は
、
守
り
か
ら
リ
ズ
ム
を

つ
く
る
バ
ス
ケ
を
貫
き
、
勝
利

へ
の
執
念
を
見
せ
て
逆
転
勝
利

し
ま
し
た
。

イ
デ
ィ
ア
が
た
く
さ
ん
出
ま
し

　平
成
27
年
の
正
月
明
け
に

「
東
北
栄
養
専
門
学
校
の
名
前

と
特
徴
を
も
っ
と
市
民
に
知
っ

て
も
ら
う
に
は
ど
う
す
れ
ば
良

い
か
？
」
の
話
が
も
ち
上
が
り
、

み
ん
な
で
考
え
ま
し
た
。
多
様

な
案
の
中
か
ら
「
定
期
的
に
情

報
紙
を
発
行
し
、
市
内
に
配
布

笛に合わせてドンコ・ドンコ・ドン笛に合わせてドンコ・ドンコ・ドン

出
か
け
ま
し
た
。
薄
暗
い
館
内

で
明
る
く
輝
く
大
き
な
ね
ぷ
た

に
圧
倒
さ
れ
た
よ
う
で
す
が
、

目
が
大
き
く
て
ひ
げ
も
じ
ゃ
の

男
の
人
と
着
物
姿
の
女
の
人
を

し
っ
か
り
イ
ン
プ
ッ
ト
。
園
に

帰
っ
て
か
ら
製
作
に
意
欲
を
燃

や
し
て
い
ま
す
。
案
内
し
て
く

れ
た
の
は
32
年
前
に
卒
園
し
た

川
元
康
史
く
ん
で
し
た
。

す
る
」
と
い
う
結
論
を
出
し
ま

し
た
。

　早
速
検
討
に
入
り
、①
名
称

は
「
栄
専
あ
れ
こ
れ
」②
紙
面

の
大
き
さ
は
Ａ
４
版
③
内
容
は

学
校
行
事
、
料
理
の
紹
介
、
参

考
に
な
る
栄
養
知
識
等
④
発
行

は
毎
月
１
日
、
と
決
め
ま
し
た
。

創
刊
号
は
１
月
15
日
の
発
行
で

し
た
が
、
後
は
毎
月
１
日
付
発

行
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　町
内
、
銀
行
、
書
店
、
ま
ち

な
か
情
報
セ
ン
タ
ー
、
市
民
参

画
セ
ン
タ
ー
、
上
土
手
ス
ク
エ

ア
に
置
か
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
が
、
手
前
味
噌
な
が
ら
、
好

評
の
よ
う
で
す
。

　６
月
11
日
、
千
葉
幕
張
メ
ッ

セ
で
開
催
さ
れ
た
国
内
最
大
級

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
関
連
展
示
会

Interop 

東
京
２
０
１
５
を
見

学
し
て
き
ま
し
た
。

　２
日
目
の
企
業
訪
問
で
は
、

日
本
オ
ラ
ク
ル
と
、
情
報
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
会
社
の
㈱
ラ
ッ
ク
の

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
監
視
セ
ン
タ
ー

を
見
学
し
ま
し
た
。
㈱
ラ
ッ
ク

で
は
、
ア
ナ
リ
ス
ト
疑
似
体
験

で
優
秀
だ
っ
た
生
徒
に
講
師
の

方
か
ら
、「
う
ち
の
仕
事
に
向

い
て
い
る
」
と
名
前
を
聞
か
れ

る
場
面
も
あ
り
、
生
徒
達
は
緊

張
し
な
が
ら
も
熱
心
に
話
を
聞

い
て
い
ま
し
た
。

　夜
に
は
、
関
東
在
住
の
卒
業

生
と
懇
談
会
を
開
き
ま
し
た
。

卒
業
生
か
ら
は
、
仕
事
ぶ
り
と

生
活
や
社
会
人
と
し
て
の
姿
勢

や
考
え
方
、
行
動
の
仕
方
に
つ

い
て
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
、
み

ん
な
は
先
輩
の
ア
ド
バ
イ
ス
に

興
味
津
々
の
様
子
で
し
た
。

学
外
演
習
旅
行（
6
／
11
〜
13
）

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

・

大
き
く
な
〜
れ

　
　
　
ぼ
く
ら
の
梅
の
木

　弘
前
市
み
ど
り
の
協
会
主
催

の
「
弘
前
城
植
物
園
に
ウ
メ
の

木
を
植
え
よ
う
！
」
と
い
う
企

　今
年
も
７
月
の
お
泊
ま
り
会

で
運
行
す
る
ね
ぷ
た
を
作
る
こ

と
に
な
り
、
年
長
組
59
名
が
５

月
18
日
に
ね
ぷ
た
村
へ
見
学
に

画
に
本
園
が
当
選
し
、
６
月
５

日
に
年
中
組
37
名
が
植
物
園
自

由
広
場
の
梅
園
で
植
樹
を
し
ま

し
た
。
梅
の
花
は
柴
田
学
園
の

園
花
・
園
章
に
も
な
っ
て
お
り
、

子
ど
も
達
に
は
身
近
な
花
で
す
。

「
早
く
大
き
く
な
っ
て
た
く
さ

ん
花
や
実
を
つ
け
て
ね
」
と
願

い
を
こ
め
、
水
を
た
っ
ぷ
り
か

け
て
い
ま
し
た
。

・

新
入
生
宿
泊
研
修
が
行
わ
れ
る

　平
成
27
年
度
の
新
入
生
87
名

の
宿
泊
研
修
が
4
月
10
日
か
ら

11
日
の
２
日
間
、
岩
木
青
少
年

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　入
学
し
て
4
日
目
の
研
修
で
、

生
徒
は
不
安
と
期
待
を
胸
に
先

生
の
講
話
を
聴
い
て
い
ま
し
た
。

　ま
た
、
食
事
の
準
備
や
後
片

付
け
等
、
集
団
生
活
で
大
切
な

こ
と
も
た
く
さ
ん
体
験
。
帰
る

頃
に
は
「
友
達
が
で
き
て
こ
れ

か
ら
楽
し
み
！
」
と
笑
顔
が
増

え
て
い
ま
し
た
。

　チ
ー
ム
キ
ャ
プ
テ
ン
の
３
年

佐
々
木
純
麗
選
手
は
、
７
月
28

日
か
ら
京
都
で
行
わ
れ
る
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
に
向
け
「
さ
ら
に
守

備
、
攻
撃
と
も
強
化
し
た
い
」

と
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

【
準
決
勝
】

柴
田
女
子 

77
‐
44 

聖

　愛

【
決
勝
】

柴
田
女
子 

50
‐
47 

三
沢
商

春～夏春～夏
２０１５

三
沢
商
戦
で
決
勝
点
と
な
る
シ
ュ
ー
ト
を
決
め
る
福
井
朱
音
選
手（
２
年
）
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で
ど
う
し
て
も
必
要
と
な
っ
た

の
が
、
食
べ
物
を
植
え
収
穫
す

る
農
業
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

農
耕
生
活
は
大
量
の
穀
物
獲
得

と
貯
蔵
を
可
能
に
し
た
が
、
穀

物
に
は
た
ん
ぱ
く
質
・
脂
肪
・

脂
溶
性
ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル

が
多
く
含
ま
れ
て
い
な
い
た
め
、

人
類
は
栄
養
欠
乏
症
と
い
う
宿

題
を
背
負
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
工
業
化
に
よ
る
脱
穀
は
こ

の
事
態
を
さ
ら
に
深
刻
に
し
た
。

　人
間
が
食
べ
る
自
然
界
の
動

植
物
は
本
来
人
間
の
食
べ
物
と

し
て
存
在
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
食
べ
物
は

人
間
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
栄
養
素

を
供
給
し
て
く
れ
る
が
、
人
間

の
健
康
を
完
全
に
保
障
し
て
く

入
っ
て
い
る
。
同
じ
国
に
、
同

じ
地
域
に
、
同
じ
家
族
に
、
同

じ
人
物
に
起
こ
る
こ
の
多
様
化
・

個
別
化
し
た
複
雑
な
問
題
に
対

応
す
る
に
は
、
人
体
も
食
べ
物

も
両
方
わ
か
る
専
門
家
が
必
要

と
な
り
、
２
０
０
０
年
に
管
理

栄
養
士
制
度
が
作
ら
れ
た
。

　栄
養
状
態
の
悪
化
を
も
た
ら

す
の
は
、①
不
適
切
な
栄
養
素
の

摂
取
②
消
化
吸
収
③
利
用
効
率

④
栄
養
素
の
損
失
と
増
大
⑤
必

要
量
の
増
大
、
で
あ
る
。①
は
食

べ
物
か
ら
起
こ
る
問
題
だ
が
②

か
ら
⑤
は
人
体
の
中
で
起
こ
る

現
象
で
、
こ
の
分
野
の
知
識
が

従
来
の
栄
養
士
教
育
で
は
不
足

し
て
い
た
。
高
齢
化
社
会
を
迎

え
た
今
、
複
合
疾
患
や
多
様
化

す
る
栄
養
補
給
法
へ
の
対
応
等
、

ヒ
ト
の
側
か
ら
考
え
る
人
間
栄

養
学
の
担
い
手
と
し
て
、
管
理

栄
養
士
へ
の
期
待
は
ま
す
ま
す

高
ま
っ
て
い
る
。

　最
後
に
、
私
達
の
健
康
を
維

持
す
る
に
は
食
べ
物
の
連
続
性

〔
生
産
↓
加
工
↓
流
通
↓
分
配
↓

選
択
↓
購
入
↓
調
理
↓
給
食
↓

喫
食
↓
消
化
↓
吸
収
↓
代
謝
↓

活
動
〕
の
過
程
が
適
正
に
機
能

し
て
こ
そ
可
能
で
あ
る
こ
と
を

強
調
し
て
お
き
た
い
。

　○
○

　私
達
の
祖
先
で
あ
る
ホ
モ
サ

ピ
エ
ン
ス
が
27
種
類
の
ヒ
ト
属

の
中
で
唯
一
生
き
延
び
た
の
は
、

な
ん
で
も
食
べ
る
雑
食
性
の
猿

人
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か

し
こ
の
雑
食
に
は
と
て
も
厄
介

な
問
題
が
あ
り
、
多
く
の
物
の

中
で
ど
う
い
う
食
物
選
択
を
し
、

ど
の
よ
う
に
し
て
、
ど
の
位
の

量
を
食
べ
る
と
生
き
の
び
健
康

に
な
れ
る
の
か
、
考
え
る
知
恵

が
必
要
と
な
っ
て
き
た
。
こ
の

知
恵
を
集
大
成
し
た
の
が
栄
養

学
と
い
う
学
問
で
あ
る
。

　も
う
一
つ
、
人
類
が
地
球
上

に
発
展
し
て
い
く
進
化
の
過
程

　

れ
る
も
の
で
は
な
い
。

　そ
の
た
め
人
間
は
、
食
べ
た

ら
死
ぬ
と
か
、
下
痢
す
る
よ
う

な
も
の
は
急
性
毒
物
と
し
て
除

去
し
た
が
、
過
剰
に
食
べ
続
け

て
10
年
20
年
後
に
癌
や
動
脈
硬

化
・
糖
尿
病
を
引
き
起
こ
す
油
・

砂
糖
・
塩
の
慢
性
毒
性
は
判
断

で
き
ず
、
毒
物
に
入
れ
な
か
っ

た
。
従
っ
て
私
達
は
あ
る
意
味

で
リ
ス
ク
を
持
っ
た
こ
れ
ら
を

毎
日
食
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
雑
食
を
選
択
し
た
人
間
は
、

「
健
康
に
生
き
て
い
く
た
め
に

栄
養
を
考
え
て
食
べ
る
」
と
い

う
問
題
と
む
き
合
い
、
長
い
歴

史
を
経
て
高
度
な
食
習
慣
と
知

識
・
技
術
を
獲
得
し
て
き
た
。

　19
〜
20
世
紀
に
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
と
な
る
マ
ク
ロ
栄
養
素

（
た
ん
ぱ
く
質
、
脂
肪
、
炭
水

化
物
）
と
ミ
ク
ロ
栄
養
素
（
ビ

タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
）
が
発
見

さ
れ
、
栄
養
学
は
生
命
の
素
を

次
々
と
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

　日
本
が
戦
前
戦
後
の
食
糧
不

足
、
飢
餓
、
低
栄
養
を
た
か
だ

か
10
年
で
解
決
し
た
の
は
、
人

⑴
栄
養
学
は
な
ぜ
必
要
か

【
講
演
要
旨
】

⑵
新
た
な
栄
養
問
題

類
の
歴
史
の
奇
跡
に
値
す
る
。

こ
の
克
服
に
最
も
効
果
を
発
揮

し
た
の
は
学
校
給
食
で
あ
っ
た
。

金
持
ち
、
貧
乏
に
関
係
な
く
す

べ
て
の
子
ど
も
達
の
栄
養
状
態

を
短
期
間
に
平
等
に
解
決
し
た

と
こ
ろ
に
大
き
な
価
値
が
あ
り
、

こ
の
後
に
く
る
高
度
経
済
成
長

時
代
の
優
秀
な
人
材
輩
出
の
要

因
と
な
っ
た
。

　ま
た
１
９
２
４
年
に
我
が
国

最
初
の
栄
養
学
校
を
創
設
し
た

佐
伯
矩
（
さ
え
き
た
だ
す
）
は
、

女
性
の
低
栄
養
改
善
策
と
し
て
、

主
婦
労
働
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
代
謝

計
測
や
妊
婦
の
低
体
重
児
出
産

に
取
り
組
み
脚
光
を
浴
び
た
。

こ
れ
ら
の
努
力
に
よ
り
次
第
に

日
本
人
の
栄
養
状
態
は
良
く
な

っ
て
き
た
が
、
１
９
６
０
年
頃

か
ら
食
事
の
欧
米
化
と
電
化
生

活
・
車
社
会
に
よ
る
運
動
不
足

等
が
原
因
で
動
脈
硬
化
・
糖
尿

病
、
高
脂
血
症
等
の
生
活
習
慣

病
が
増
え
て
き
た
。

　そ
の
過
剰
栄
養
に
つ
い
て
も

21
世
紀
に
入
る
頃
か
ら
管
理
栄

養
士
の
肥
満
対
策
が

功
を
奏
し
て
脂
肪
摂

取
量
が
減
り
は
じ
め
、

２
０
１
２
年
に
は
糖

尿
病
患
者
も
減
少
に

転
じ
て
い
る
。

　し
か
し
今
、
新
た

な
問
題
が
起
こ
っ
て

い
る
。
そ
れ
は
平
均

寿
命
と
健
康
寿
命
に

10
歳
の
格
差
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
平
均
寿

命
は
世
界
一
長
く
な
っ
た
が
介

護
の
世
話
に
な
る
期
間
が
10
年

も
存
在
す
る
の
だ
。
お
年
寄
り

の
3
割
は
や
せ
て
低
栄
養
に
な

っ
て
お
り
、
免
疫
機
能
の
低
下

や
合
併
症
の
増
大
に
よ
る
医
療

費
が
拡
大
し
て
い
る
。

　日
本
人
は
こ
れ
ま
で
60
歳
ま

で
は
メ
タ
ボ
対
策
と
し
て
腹
八

分
目
を
守
っ
て
き
た
が
、
こ
れ

か
ら
の
高
齢
化
社
会
で
は
介
護

予
防
と
し
て
、
低
栄
養
↓
筋
力
・

身
体
機
能
低
下
↓
衰
弱
の
悪
循

環
（
フ
レ
イ
ル
）
を
断
つ
方
向

転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
腹

八
分
目
と
し
っ
か
り
食
べ
る
ギ

ア
チ
ェ
ン
ジ
を
い
つ
す
る
の
か
、

い
ま
研
究
者
た
ち
は
そ
の
方
法

と
時
間
を
探
り
始
め
て
い
る
。

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○ 

　現
在
日
本
の
栄
養
問
題
は
平

均
的
に
は
良
好
で
あ
る
が
、
過

剰
栄
養
と
低
栄
養
が
混
在
す
る

「
栄
養
障
害
の
二
重
負
荷
」
に

直
面
し
、
第
3
の
ス
テ
ー
ジ
に

　講
演
に
引
き
続
き
、
中
村
学

長
と
東
北
女
子
大
学
加
藤
秀
夫

学
部
長
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

「
青
森
県
の
健
康
長
寿
へ
の
道

し
る
べ
」
が
行
わ
れ
た
。

　

 

平
成
27
年
5
月
9
日
（
土
）

中村　丁次先生　ご略歴
徳島大学医学部栄養学科卒、医学博士（東
京大学）。
聖マリアンナ医科大学病院を経て、平成
15 年から神奈川県立保健福祉大学教授、
平成 23 年から同学長に就任。公益社団法
人日本栄養士会名誉会長、日本栄養学教育
学会理事長、日本臨床栄養学会副理事長。

⑶
管
理
栄
養
士
の
必
要
性

[Wellcome Library.London]

三大栄養素の他に微量栄養素（ビタミン）が人間に
不可欠であることを証明した英国の女性学者チック
（1875-1977）

　
東
北
女
子
大
学

　
健
康
栄
養
学
科
開
設
記
念
講
演

　
　
弘
前
文
化
会
館

我
が
国
に
お
け
る
栄
養
問
題
と
管
理
栄
養
士
の
役
割

　

　
神
奈
川
県
立
保
健
福
祉
大
学

　
　
　
　
　
　

学
長

　
中 

村 

丁 

次 

先
生

11 27 7 13

平
成
27
年
度

　
全
保
養
協
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー

弘
前
大
会
が
今
秋
開
催
さ
れ
る

■
退
職
（
27
年
３
月
31
日
）

・
定
年

大
学

　教
授

　
　佐
々
木

　隆

短
大

　教
授

　
　三
上

　
　健

短
大

　事
務
職

　鳥
井

　秀
子

・
任
期
満
了
等

大
学

　教
授

　
　尾
崎

　康
弘

大
学

　教
授

　
　河
内
見
地
子

大
学

　助
手

　
　蒔
苗
麻
衣
子

短
大

　教
授

　
　畑
山

　
　聡

コ
ン

　教
諭

　
　相
馬

　芳
則

高
校

　教
諭

　
　伊
勢
谷

　渚

秀
芝
寮

　寮
監

　成
田

　寿
子

秀
芝
寮

　寮
監

　一
戸

　妙
子

■
就
任
（
所
属
長
）
　
　
　
　

 

（
27
年
４
月
１
日
）

工
藤

　の
ぶ

　
　学
園
寮
監
長

■
昇
格
ほ
か
（
管
理
職
）

比
内

　
　馨

　大
学
学
務
部
長

　
　
　
　
　
　兼
学
務
課
長 

葛
西

　美
樹

　大
学
学
生
課
長

小
山

　尊
徳

　短
大
学
務
課
長

七
戸

　英
之

　短
大
学
務
課
長
補
佐

兼
平

　拓
道

　短
大
学
生
課
長
補
佐

藤
田

　隆
久

　短
大
庶
務
課
長

町
田

　拓
也

　短
大
学
務
課
事
務
主
任

■
昇
格

工
藤

　真
以

　大
学
専
任
副
手

佐
藤

　由
香

　短
大
専
任
副
手

千
葉

　慎
也

　栄
専
専
任
助
手

白
戸

　綾
香

　幼
稚
園
専
任
教
諭

■
昇
任

福
士

　章
子

　大
学
助
教 

大
瀨
恵
理
子

　短
大
教
授

中
島

　里
美  

短
大
助
教

　

■
異
動

　

花
田

　志
摩

　短
大
事
務
職
員

福
田
明
美
知

　栄
専
事
務
職
員

島

　か
お
り

　秀
芝
寮
職
員 

佐
々
木
美
樹

　清
風
寮
臨
時
職
員

■
再
雇
用

佐
々
木

　隆

　大
学
教
授

　
　
　
　
　
　大
学
図
書
館
長

三
上

　
　健

　短
大
教
授

　

東
北
地
区
の
保
育
士
養
成
校

教
員
が
研
修
す
る
セ
ミ
ナ
ー
が

平
成
27
年
11
月
７
日
（
土
）
〜

８
日
（
日
）
の
２
日
間
、
青
森

県
の
担
当
で
、
東
北
女
子
大
学

多
目
的
ホ
ー
ル
を
メ
イ
ン
会
場

に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　昨
年
弘
前
市
内
の
幹
事
校
３

校
で
実
行
委
員
会
が
結
成
さ
れ
、

実
行
委
員
長
に
東
北
女
子
大
学

小
澤
熹
学
長
、
副
実
行
委
員
長

に
東
北
女
子
短
期
大
学
今
村
吉

彦
学
長
・
弘
前
厚
生
学
院
関
谷

道
夫
学
院
長
、
事
務
局
を
東
北

女
子
短
期
大
学
と
決
定
し
て
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　大
会
テ
ー
マ
は
「
新
制
度
に

お
け
る
保
育
と
教
育
の
問
題
を

考
え
る
」。
基
調
講
演
に
は
、

神
戸
大
学
大
学
院
准
教
授
北
野

幸
子
先
生
を
お
迎
え
し
、
３
人

の
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
も
養
成
校
か

ら
東
北
女
子
短
期
大
学
教
授
島

内
智
秋
先
生
、
保
育
現
場
か
ら

第
三
千
葉
幼
稚
園
長
岡
本
潤
子

先
生
、
行
政
か
ら
秋
田
県
教
育

庁
北
教
育
事
務
所
指
導
主
事
浅

野
幸
子
先
生
と
決
ま
り
、
活
発

な
展
開
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　ま
た
２
日
目
の
研
究
発
表
で

は
、
３
件
の
う
ち
の
１
つ
に
東

北
女
子
短
期
大
学
の
「
マ
ザ
リ

ー
ズ
に
着
目
し
た
保
育
養
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
と
評
価
」
が

選
出
さ
れ
、
発
表
の
佐
々
木
典

彰
先
生
は
「
実
践
部
分
に
ポ
イ

ン
ト
を
絞
っ
て
発
表
し
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

事
務
・
寮
務
職
員

御
園 

　
浩
子

　
寮
監

佐
々
木

　
　
創

　
事
務
職
員

①
中
央
学
院
大
学

②
セ
ン
ト
ラ
ル
ス
ポ
ー
ツ
㈱

③
大
学
学
務
部

石
戸
谷

　
美
穂

　
事
務
職
員

①
弘
前
大
学

②（
株
）バ
リ
ュ
ー
Ｈ
Ｒ

③
高
校
事
務
室

杉
沼

　

 

秀
子

寮
監

　

①
弘
前
中
央
高
校

②（
株
）産
交

③
秀
芝
寮

①
東
北
女
子
短
期
大
学

②（
株
）エ
ヌ
ア
ー
ル

　イ
ー
サ
ー
ビ
ス

③
秀
芝
寮

学
校
法
人
柴
田
学
園

　
人
事
異
動
一
覧

そ
う


